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令和２年１２月１５日 

駒澤大学駒澤会 発行 

 

 

 

 

2020 年もいよいよ年の瀬に入りました。本年も駒澤会の

活動にご理解、ご協力賜りましたこと、会を代表いたしま

して御礼申し上げます。 
 

1 年を振り返りますと、新型コロナウイルスや自然災害

など経験したことのない事象に生活様式や組織の在り方

が変化し、皆さまにおかれましても大変苦労された 1年ではなかったかと存じます。

駒澤会においても例外ではなく、各種行事の中止や会議様式の模索など、決して楽

な１年ではありませんでした。その中でも総会を書面会議で行い、全国にいらっし

ゃる会員の皆さまからご意見を頂戴できたことには、意義を感じました。駒澤会会

員の皆さまにご協力いただいたからこそ、このような状況下で駒澤会の運営が成り

立っております。重ねて心より感謝申し上げます。 
 

さてこのコロナ禍において、プロ野球ドラフト会議で硬式野球部から 3名の選手

がドラフト指名（育成選手含む）されたことや、陸上競技部の全日本大学駅伝大会

6年ぶり 13 回目の優勝、SNS を駆使した大学祭開催など駒大生の華々しい活躍が耳

に届いております。数少ない活躍の場で結果を残し努力する姿、学生自ら活躍の場

を模索し作り出す逞しい姿に感銘を受けました。駒澤会会長として改めて、一人で

も多くの学生に「駒澤大学で学べて良かった」と笑顔で過ごしてほしいという想い

を胸に抱き、引き続き学生支援に取り組んで参る所存です。 
 

新型コロナウイルスによる制限が徐々に緩和され、「With コロナ」の新しい生活

にも慣れてきたところではございますが、引き続きお身体には十分にご留意いただ

き、再び会員の皆さまとお元気な姿でお会いできる時を待ち望んでおります。 
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精力善用 

  自他共栄 駒澤会会長 

一 戸 隆 男  
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 7 月 30 日（木）、駒澤大学から第 8 代会長

の森屋正治氏へ、その功労を称えると共に御

礼の気持ちを込めて感謝状が謹呈されまし

た。 

 森屋氏は8年間に亘り駒澤会会長として駒

澤大学の学生のためにご尽力くださいまし

た。これからは駒澤会顧問として、ご協力く

ださいます。 

 永井総長（名誉会長）と長谷部学長（名誉

副会長）が同席し、第 9 代一戸会長と新旧会

長のご挨拶が行われました。 

 

 

 

 
 

駒澤会では、毎年学業奨励を目的とし各学部の成績優秀者に対して、1 人 20 万円の奨学金

を 20 名に給付しています。しかし、今年度第一給付目的が「学業奨励」から「経済支援」に

変化し給付対象者がいなかったため、給付に至りませんでした。その経緯について詳細をご報

告いたします。 
 

駒澤大学には、「駒澤大学百周年記念奨学金」と「駒澤大学同窓会奨学金」、「駒澤大学駒澤

会奨学金」の 3 種類の学内奨学金制度が設けられています。学内の対象者に対し支援を行う給

付型奨学金ですが、令和 2 年度より学内の奨学金関連諸規程が見直され給付対象の第一目的

が「学業奨励」から「経済支援」に変化し、その第一目的を満たす対象者のうち、学業成績の

優秀な学生に給付することになりました。 

また、令和 2 年 4 月より文部科学省が始めた「高等教育の修学支援新制度」により、学内奨

学金対象者数が大きく減少しました。この国による新制度は、私立大学に通う自宅外生で最大、

年間 70 万円の授業料減免と年間 91 万円の給付型奨学金を受けられる制度です。これには 600

名を超える学生が採用され、経済支援型奨学金の対象者層の多くは包含されることとなりまし

た。 

本学でも今年度の募集・選考を行いましたが、国の新制度による採用者も多く、申請者が 100

名に満たず、規程に基づき申請者全員を「駒澤大学百周年記念奨学金」で採用したため、駒澤

会奨学金における奨学生選出には至らなかったという経緯です。 
 

このことについては駒澤会第 2 回役員会にて事務局より報告され、今年度奨学金予算は運

用せず、来年度以降の充実した支援に充当することで承認されました。会員の皆さまにおかれ

ましてはご理解、ご協力のほど今後とも何卒よろしくお願い申し上げます。

大学より感謝状が授与されました 

令和 2 年度 駒澤会奨学金について 

（左から長谷部学長、一戸会長、森屋顧問、永井総長） 
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- 基金管理委員会からのお知らせ – 
 

基金管理委員会より、前回会報にてご報告した以降の運用状況について、以下のとおりお

知らせ致します。 

運用先 7 月～11 月までの利金 備考 

野村証券 ５８，８５８円 みずほ・三菱 UFJ 社債 

みずほ銀行 ３４円 定期預金利息 

世田谷信用金庫 ２，５５４円 定期預金利息 

合  計 ６１，４４６円  

基金管理委員会 委員長 
 
 

- 各部入部のお誘い – 
 

駒澤会会員の皆さまに、駒澤会の運営に携わる各部への入部をお誘いしています。 

 会の運営は、以下の 3 つの部に分かれて活動しています。2～3 ヶ月に 1 度ほどのペースで

会議を行っています。ぜひ一緒に、駒澤会の活動を盛り上げましょう！入部をお待ちしており

ます。希望される場合は、駒澤会事務局・谷国（タニクニ）までご連絡ください。 

TEL：03-3418-9189／FAX：03-3418-9190 

総 務 部 
駒澤会の規程や運営費について検討し、活動がスムーズに行われるよう全体的な

調整をしています。 

広 報 部 
会報誌「駒澤会だより」の発行やＰＲ活動を中心とし、制作経験の有無にかかわら

ず、様々な意見を出し合い和やかに進めています。 

厚 生 部 会員の皆さまが楽しく有意義な時間を過ごせるよう、各種行事を検討しています。 

 
- 入会者ご芳名 – 

 
駒澤会にご入会いただき誠にありがとうございます。新規会員の皆様のご芳名を掲載させ

ていただきます。今回は令和 2 年 6 月 1 日から令和 2 年 12 月初旬までの期間にご入会いた

だいた 21 名の方を掲載します。なお、掲載の同意が確認できなかった方は匿名とさせていた

だいております。 

田中 弥生 様 正田 賢司 様 平島 章  様 池田 魯參 様 

池田 修三 様 石井 洋一 様 二井 一博 様 土田 好雄 様 

山田 浩  様 髙橋 宗明 様 佐々木 洋一 様 久保 隆児 様 

杉戸 利彰 様 関茂 浩一 様 鈴木 伸二 様 他匿名 6名 

 

秋の研修会 中止寸話 
厚生部長 滝沢 憲示 

 
10 月 10 日（土）～11 日（日）に開催を予定していた駒澤会「秋の研修会」
について、当初（案）として群馬県にある永井政之総長のお寺「良珊寺」の
訪問や伊香保温泉への宿泊、富岡製糸場見学等がございました。今年度は
情勢を踏まえ中止となりましたが「いつか木立に囲まれた良珊寺で、永井
総長の講話を聴かせていただきたい」と、新型コロナウイルスの終息と共
に願っております。 
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大 学 の 近 況 報 告 
 

 
 

ここでは前号を発行した 7 月以降に大学で起きた様々な出来事の一部を報告させていただき

ます。 

 

9 月  後期オンライン授業・条件付き対面授業開始 

東都大学野球秋季リーグ戦開始 

10 月 プロ野球ドラフト会議 3 名指名 

オンラインオータムフェスティバル開催 

11 月 第 52 回 全日本大学駅伝対校選手権大会 

優勝（大会新記録・6 年ぶり通算最多 13 回目） 

新入生オリエンテーション・サークルフェスティバル 

オンラインと対面のハイブリッド開催 

※新型コロナウイルスの影響で行事予定を調整しているため、変更になる場合がございます。ご了承ください。 

  

事 務 局 か ら の お 知 ら せ 

【大学行事予定】 【駒澤会行事予定】 

12/28～1/6 冬季全学休業期間 1/2・3 お家で箱根駅伝応援 

2/4～8 2 月一般選抜 1/23 役員会 

3/7 3 月一般選抜 2/13 駒澤会新年賀詞交歓会 

3/23・24 卒業式 3/13 役員会 

優勝報告（右から松原元理事長・大八木監督・ 

田 澤選 手 ・ 酒 井選 手） 
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編 集 後 記 

☆-★-☆-★-☆-★-☆-★  

駒 澤 会 新 規 会 員 募 集 中

★-☆-★-☆-★-☆-★-☆ 
 

駒澤会では新規会員を随時募集してお

ります。ご友人、お仲間に駒澤大学ご出

身のお子さまがいる方はいらっしゃい

ませんか？ 

縁のある駒澤大学を応援しつつ、 

様々な行事を通して楽しく交流しまし

ょう♪♪ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【駒澤会ホームページのご案内】 
 

 

 

スマートフォンはこちらからアクセス → 
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庭の檸檬が黄色く色付いています。今年は春から何度眺めたことでしょう。 

沢山の花が咲いた後に成った実が葉と同化して分からず、幾つ付いているのかと 

何度も何度も数え直しました。 

何時もの年なら気にも止めずに通り過ぎてしまうこと。 

我慢したことも沢山あった一年だったけど、些細な出来事を楽しみに変える 

術も覚えました。 

来年は皆で語り合う事が出来る年になるように祈っています。 

広報部長 齋藤 和子 

駒澤会  検索 

駒澤大学では、学生の学びの機会の確保と 

教育研究の維持発展を目的として 

「駒澤大学教育研究振興募金」 

を設立しております。 
 

募金を通じた更なるご理解とご協力を 

お願い申し上げます。 
 

詳細はこちらからご確認ください。 

☞ https://www.komazawa-

u.ac.jp/bokin/education.html  


